
大苗育苗によるユズの植付け

三原村農業公社の取組 

（三原村農業公社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜法人の概要＞ 

所在地：高知県三原村 

設 立：平成１１年１月 

資本金：１，０００万円   売上高：―（平成２３年） 

役 員：６名（うち農作業従事１名） 

従業員数：７名、うち農業従事者７名 

経営面積：１０ha  営農作物：ユズ、ブロッコリー等 

農業開始時期：２２年６月 

 

＜農業参入に至った経緯・動機＞ 

主に、水稲の受託や新規就農者の研修事業等をしていたが、水稲の受託だ

けでは収益がでないこと等から、収益につながるような経営を模索していた

中、平成２１年の農地法改正により、農業公社自体で農地の貸借が可能にな

ったことをきっかけにユズ栽培等へ参入した。 

ユズは村の振興作目の一つであるが、産地として確立していくために生産

量を増やす必要があり、それに伴う雇用の拡大による就業の場の確保、耕作

放棄地の解消等につながることから、村が１００％出資している同公社が主

となって取り組むこととなった。 

有害鳥獣対策用柵設置 



 

 

＜農業参入することを決めてから営農開始まで＞ 

既存のユズ農家と農地の取り合い等が起きないように、耕作放棄地となった

未整備地を対象としている。また、耕作放棄地再生利用交付金を活用して耕作

放棄地を整備した。 

補助金の活用や農地の確保等は、農業委員会、行政と一体になった取り組み

ができている。 

＜営農開始から現在まで＞ 

ユズの定植を平成２２年６月から行い、現在約１０ｈａの作付けがある。 

ユズは、４年目から少しずつ収益が上がる作物のため、現在は収益はないが、

作業員が一体となってユズの肥培管理に努めて、青果中心の経営を行う。 

この取組みを村内のモデル的経営として、子育てが可能な農業システムの構

築を目指し、各農家の支援を行っていく。 

また、三原村のユズを使用した加工品の開発、販売にも積極的に取り組んで

おり、ユズジュースやユズ胡椒等といった商品を販売している。 

 

＜今後の農業経営の展開方向＞ 

JA の合併により、今まで JA が行っていた播種の業務を農業公社に移管する

など、地域にとってはなくてはならない存在になっている。 

今後はユズ１０ｈａ、ブロッコリー（秋冬春）３ｈａ、オクラ２．２ａ、水

稲の作業受委託の経営を目指し、この規模で試算すると、年間延べ二千人の雇

用が発生する。 

＜今後農業に参入しようとしている法人へのアドバイス＞ 

 地域の農地を守り、集落を守っていくうえで、農業参入は大きな役割りを担

っていくと思いますのでがんばりましょう。 

ユズ商品 ブロッコリーの植え付け 


